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「息の長い業態」と言われるほど根強いニーズがあり、かつ近年その市場規模を伸ばしているそば専門店。
コロナ禍を経て変化する外食ニーズを捉え、人手不足・原価高騰にも対応できる業態として船井総合研究所が
“いま”おすすめする生そば専門店のポイントや、そば市場市場ニーズ、差別化ポイント、“脱”職人経営、
人手不足・原価高騰への対応方法など、全国の事例も交えながら解説します。

有限会社田中屋そば店創業100年を超える四代目の代表を務めます「鈴木弘文」でございます。
先代からの田中屋の資産を生かしつつ、自店の経営を引き継ぎました。引き継ぎにあたっての悩みや覚悟やこれまでの
思いなどをお話しながら、これまで取り組んできたことやこれまでの業績の推移なども交えて語ります。
そして、これからの田中屋の未来への投資や経営戦略もお伝えしていける講演としたいと考えております。

－成長市場のそばうどん外食にあって、最大のリスクは、後継者不足、人手不足が課題となってきています。
長期の為替安などで高騰する原材料とエネルギーコスト上昇も懸念されます。そうした中、「美味しいもを売る」こだわりとともに、
相応の価格転嫁が余儀なくされるインフレ時代に入り、店舗の相対的なバリュー（価値）を高め、人手不足を補う対策が欠かせません。
今回の講演では、インフレ時代に対応する効率・集客・サービスのバランスを捉え、事例を開示・紹介しながら、解説してまいります。

本講演についてのご不明点、さらに詳細を知りたいなど,
質疑応答の時間を設けましたので、ご活用ください。
お時間が不足の場合は名刺交換させていただきまして、後日ご連絡させていただきます。

息の長い持続可能なそば店経営！

ー　人手不足とインフレ時代の麺ビジネス戦略　ー
「美味しいもの」を売る！これだけでは答えがでない時代、メニュー戦略、価格戦略、付加価値戦略、自動化戦略を効率よく組み合わせて、

集客と収益を同時に確保、それぞれの立地、規模、自店の強みをどう引き出すか！所得格差による消費行動にどうお店のコンセプトを見直すかなどをテーマに、

第一部は、株式会社船井総合研究所（船井総研ホールディングス　東証プライム）外食グループマーケティングコンサルタント山崎滝也氏より、そば市場のマーケット

やモデル店となるそば経営について講演いただきます。第二部は、横浜平沼「田中屋本店」4代目の鈴木弘文社長に登壇いただき、継続する力の源泉のお話、そして、

第三部は、麺ビジネスコンサルタント渡邉眞人氏が、月次支援コンサル先のそば店舗の業績推移の取り組み事例とその戦略手法を開示、併せて、最新の省人化機材活用を

動画によるご紹介、インフレ時代のそばうどん店の新たな成長に向けた新たな麺ビジネス経営を提言します。

 （前売り）
事前申込みで
受講料13,000円のところ

※当日の参加申込み者は受講料が13,000円となります。
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